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2022年度藤原賞の受賞者決まる  (1) 

 

受賞者 ：  余田成男  （京都大学国際高等教育院）  

業  績 ：  成層圏―対流圏結合変動の研究ならびに国際

共同研究の推進と人材育成  

選定理由 ：  

余田成男氏は，気象力学・気候力学・地球流体力学

に関する研究に長年取り組み，コンピュータを駆使し

た数値実験を中心に顕著な研究業績を挙げてきた．ま

ず京都大学大学院生時代に，対流圏ジェット気流の蛇

行パターンの多様性を理解するため，準地衡二層流体

における非線型解の分岐と多重性を解析した．そして，

この手法を成層圏周極渦変動を表現するモデルにも適

用し，独自の中層大気非線型力学研究を推進した．こ

の成果により 1992 年度日本気象学会賞を受賞した．  

その後，余田氏は地球流体力学的な観点から，回転

球面上の二次元乱流からのパターン形成とその外部パ

ラメータ依存性を調査し，自転効果により惑星回転と

逆向きの周極渦構造が出現することを発見した  (Yo-

den and Yamada 1993 )．そして，惑星大気のスーパーロ

ーテーションに関する研究 (Yamamoto and Yoden 2013 )

により， 2013 年度気象集誌論文賞を受賞した．一方，

応用気象学的観点から，数値天気予報における予測可

能性の時間変動に関してカオス的概念に基づく定量的

把握手法を開発した (Yoden and Nomura 1993 )．  

さらに余田氏は，成層圏―対流圏結合変動に関する

共同研究代表として，数値モデル実験や全球データ解

析に基づき，極端気象発現時の成層圏―対流圏結合変

動の力学的・統計的特徴を記述 （Taguchi and Yoden 

2002; Hio and Yoden 2005）するとともに，地球システ

ムモデルを用いた古気候再現 （Noda et  al .  2017）や温暖

化予測において成層圏オゾン光化学過程の気候感度へ

の影響が大きいことを初めて指摘 （Noda et  al .  2018）す
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るなど顕著な成果を挙げた．また，赤道域における成

層 圏 循 環 変 動 が Madden-Julian 振 動 に 及 ぼ す 影 響

（Nishimoto and Yoden 2017）や対流圏積雲対流活動を

変調させる可能性を明らかにした （Bui et  al .  2017）．  

一方，余田氏は，国際測地学・地球物理学連合国際

気象学・大気科学協会 （ IUGG/IAMAS）中層大気国際委

員会 （ ICMA）委員長を４年，世界気候研究計画 （WCRP）

成層圏・対流圏過程気候影響研究 （SPARC）科学運営委

員会委員およびテーマリーダーを 16 年務めたほか，日

本気象学会の理事を 14 年務め，気象学会と気象庁との

包括的共同研究「気象研究コンソーシアム」の発足に

も深く関わった．このように，余田氏は国内外の幾つ

もの学術組織の要職を歴任し，国際的にもまた国内に

おいても気象学研究の推進と発展に貢献してきた．中

でも， 2018 年 10 月に佐藤薫・塩谷雅人両氏とともに

SPARC 第６回総会を京都にて共同開催し，多くの若手

研究者に国際会議での発表及び国際共同研究参加の機

会を与えたことは特筆に値する．  

さらに人材育成においても，京都大学において 21

世紀 COE プログラム「活地球圏の変動解析」拠点リー

ダーやグローバル COE プログラム「極端気象と適応社

会の生存科学」教育リーダーを務めたほか，科学技術

振興調整費「東南アジア地域の気象災害軽減国際共同

研究」の研究代表者として，インドネシアなど東南ア

ジア各国に国際共同研究拠点を構築し，我が国及びア

ジア域にて将来の気象学研究の発展を担う優れた後進

研究者の育成に貢献した．  

以上のように，余田成男氏が大学における長年の研

究・教育活動を通じ，国内のみならず国際的にも気象

学の発展に多大な貢献をなしてきており，2022 年度日

本気象学会藤原賞を贈呈するものである．  
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